
昭和 33年 2 月 (1958）〕 89 

！焼虫の組織化学的研究

第 6報 勝虫の電子顕微鏡的研究

竹下 貞子

山口県立医科大学病理学教室，国立下関病院（指導 細川修治教授，池江喜久博士）

（昭和 32年 12月2日受領）

特別掲戴

緒言

超薄切片技術の進歩ば， m子顕微f；~による生物学的研

究分野を苦しく拡大L，各扇動物の種々の組織並びに細

胞の微細椛造が次々と明ゐかにさ札ておる。とれらの研

究は主として脊椎動物の各組織戎は細胞の検索が大部介

を占めている。然し線虫知等の如き下等動物の；立子日ifj微

鋭的所見についてもその報告が欣兄される様になった。

Rogers (1956）が姻虫卵の悩むにつき発表し，木邦ても

分山ら(1957）の報告がある。暁虫については稲目(1957)

が暁虫卵の構造につきのべていとが，その他には報告さ：

見ないようである。私は先に暁虫体の連続切片 を作成

し，各臓器を組織化学的並びに蛍光顕微鏡による観察を

行い，その所見を報告した。今回は焼虫体防造をー府詳

細に研究する目的を以って屯子顕微鏡的観察？と行った結

果右干の興味ーる所見を得たので報告する。

材料及び方法

本実験には，ベキシンシロップ及び 5%の酷酸涜腸液

により駆除 1得た焼虫の雌虫体を用いた。

同定には Palade氏法に基き pH7.4に緩衡した 1%

オスミック酸て約 2時間回定した。回定に際して迅速な

法透長はかる為角々の一部にメスて切聞を加えた。法に

従って Methacrylate包埋を行い，超薄切片t：製作し，

nl子~i微鋭的観察と行った。薄切に際して， 虫体のもむ断

面を 1~ ら.： 1 ：乙如き位置に保って包埋した。

λ. {{;ll，モ組織

1. }fJ政府

観察

ffJ~’は厚さが約 3 . 7μて，この戸J皮府は0.15～1.4/l 

の10府よりたってい斗。そのfij皮府は全般に densityは

SADAKO TAKESHITA : Histochemical studies 
on Enterobius vermicularis. Report 6. Electron mi-

croscopic study of Enterobius vermiculan・s. (Depart-

ment of pathology, Yamaguchi Medical School, 

Ube, and the Shimonoseki International Hospital 
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低く殊にタ卜面の 8府は densityが低く ， そのrj1にや

densityの［C,jし、微訓IIなI頃；位状t1'i'i

均質て densityが ＼J ).. ~＂~く ， 2rno照との境界は明瞭では

ない。 ！1HOJ習は第9厨に比較してや）..densityが低く均

質て去、る。

2.角皮下層

角皮下層は厚さが約 1.3μて角皮j習に比し densityが

日くそのrpの巾が90mμ～ 200mμ の非常に denseな梓

状或は球状の防造がイF在している。その間隙の繊維陥造

が認められる。その繊維防造は一部は 2つの繊維が相平

行 して定っているものも凡られる。

3.筋層

筋層は最も厚い部て 8.5μ である。 尚略 800mμ の間

隔て横断面に対して放線状：こ配列しておる。その筋府の

問には 200mμ 程度の筋庖よりや）..denseな締造が見

られる。尚との筋庖は 9mμ 程度の筋原繊維よりなりた

っておる。

4.頼粒府

この屑の光学顕微鏡的所見は，ヘマト キシリ ン， エオ

ジン染色（以下II.E染色とす〉てはエオジンに淡染し，

無関造；工庖であるが ill子阪微鏡 （以下川顕とす〉 的 に

は， 次の如き約五！：がみられる。 即~ζの隠は筋繊維の下

に存在するが，筋府の存在しない部分ては明らかな限界

朕モ以って角皮下回と践している。筋庖と筋府との問に

於いて頼粍！日に境が生じて，あたかもこの知粒府は，1笥

府戸・：包むが如き感匂呈する。尚木府の内而はH月fかた限

界映士以つ亡焼虫の内部臓~即.G子日との他に践してお

る。 ζのt，のは densityば， 角皮下回． 筋Wi；こj七し低

く ， 梅 iうて微却1i~！粒状のMi｝.立かじたっておる。その rj•に

t／〔径 600mµ のN状或は球状の density のJ1°mに ~·6い陪

j立が群iEして認めらJ.lる。

5. nm線

2つの筋府及ア照粒府のJ定触部に認められ，繊維状時
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造及び顎粒組織と同様 denseたtM造が認められる。と

れ与は角）；！（下庖と交通し，2つの顎粒庖の限界肢の間隙

と介して体腔内に通じている。

B.子宮

子宮！＼~は非薄てその厚さは 0.3～ lµ て散在性に 0.2

～0.5の突起が内面に向って多数のびている。細胞境界

は不明であり，核は散在し， その内部には denseな頼

粒がある。基底膜には繊維様的造が認められる。

子宮内には卵を充している。その卵は，卵殻は 8層て

タ卜居は densityが極めて高く ，その厚さは成熟度に従っ

て一定てなく ，即：！？，初期の段階ては非常に薄いが，卵

の発育につれて漸次厚くなり，叉部位によってもその厚

さを異にする。即ち成熟卵ては 0.416～0.83μ て，未熟

卵ては約0.15μ である。との府には無数の細管があって

一方は卵殻表面にf¥日き，一方はrr庖に向って開いてお

る。その直径は0.05～0.1μて， j投のタ卜表面の孔より内

面の孔が僅かに小さし、。

中層は，厚さ 0.07似 て，タ卜居に比し梢々 densityは

低く均貫性てιる。且っその厚さは部位的差位はない。

内層は，厚さもタ卜居と同様部位により厚さを異にし，

最も厚い部分は 3.6μ，薄い部分は lμ である。 111庖よ

り史：こ densityが低く，均質である。

卵内容と卵般のllUには比較的広い空隙が認められる。

その｜旧隙は卵の成熟度に従って広くなると思われる。卵

内容は山；径が1.21µ のN•1造の集合体からなる。

考按

焼虫｛本のN•i追を詳細に追求すべく屯顕的観察を行った

が，先に報告した光学顕微鏡的所兄と比較してみると，

その椛造はや〉趣とと異にし，興味ある所見を得たのでJI国

を追って述べてみよう。

先ず体fil組織は光学顕微鏡（以下光町！と略す〉によっ

ては，角皮，角皮下，筋層の三層に区別したが，＇rlJ:顕て

はこの他に願粒層をも認めた。

fIJ皮は光似て、は無染色て均質な一回よりなりたってい

たが，；百顕ては10居より成り立っていることが明らかと

なった。即ち，第 8層までは0.22μの薄い府て，第 9'

第10庖は 1.4μ の厚い居よりなっておる。

角皮下層は，光顕て、は椴密な組織で大部分は繊維とし

て認りられるが，m顕ては，厚さが 1.3μ て角皮層より

densityが高く，光顕て H. E染色に染まった穎粒状物

質は，m顕ては巾90mμ 乃至 200mμ の非常に denseな

梓状或は球状の陪造として認めb札た。

筋居は， 0.009μ 程度の筋！京繊維が無数に相集ってー
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〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 1号

つの筋繊維束を形成し，之等が20個所J後相集って一つの

筋府を形成している。 ζ の筋原繊維の太さを，ロ甫乳動物

のそれと比較してみると，Poter及び Pa1ade(1957）は

ねずみの心筋の筋原繊維は11加μ であり， Moore(1957) 

は，犬の心室心筋の筋原繊維はl6mμ であると述べてい

るが，焼虫体I＼その筋層の筋原繊維はロ甫乳動物のでれより

や〉細い筋原繊維よりなりたっていることを認めた。

穎粒庖は，光顕てはII. E染色て淡染し，一見無間造

に兄られるが，屯顕によると角皮下層，筋層に比し den-

sityは低いが極めて微細な穎粒陪造からなりたってお

る。その中に直径 600mμ の紡錘状或は枠状の非常に

densityの高い防造が数個相集って認められる。との大

きな願粒の木態については現在のととろ明らかではない

が，との穎粒の存在故にとのj百を頼粒府と名付けた。

{l!IJ腺は，i五回ては一方では体腔と細間隙を以て交通

し，一方では角皮下層と述絡している：nが確認、1'IJ，来た。

との様な所兄から体腔内物質とfTJ皮下回との流通路の役

をなし，物質代謝に何等かの役割を演じていると考えb

れる。

子宮は卵を充している。民は 0.3～ lμ のヂンチチワ

ム様の一層の的近から成り立っておって，所々に核：こ相

当する階造が認められる。内側ては微細突起の存するこ

とは前記の通りて、あって，所前 Microvilliと称すべきも

のと思う。基底は繊維様悩むを呈する。

子宮内の卵細胞は，稲臣（1957）は111顕的所凡に於い

て卵殻が内用とタ卜居の 2周からなりたっていると，のべ

ているが私はこれ仕外，中，内層の 8周（こ分類した。外

層に於いては，稲田と同様無数の細管を認めた。この細

管は稲臣が認めている如く，私も卵殻内の庄の呼吸や湿

気の統制に関係しているものと考える。叉タト層は初期の

段階ては非常に薄く，卵の発育につれて漸次厚くなる事

も稲臣と同様に認めた。

巾層は，稲臣の云うタ卜居の内股に相当する宅、のと思う

が，との巾府はタ卜府及び内層とは明らかな限界脱そ以っ

て境されており，且つ densityを異にしているが故三独

立した一つの居と確信する。尚とのr!1府はタ卜及プ↑t内層と

具なり 0.074μ の一定の厚さの府であるが，とのものが

内，タト府間のljiたる間隙でなく何等かを充しているゴ引’ま

内田より：；： densityの高い事て明らかであると忠う。

内周に於いては稲臣は不規則な網状形成する引を認め

ζの細網繊維の願粒によって充たされておると，のべて

いφが，私の所見てはrr周より民に densityの低い均質

的辺－である ·d~はすでにのべた辺りである。この内層が繊
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維状或は~粒状に見えるのは回定， 包坦による人工的産

物か， 或はiU子顕微鏡観察；こ際して， 比般的厚いt~＼本は

強いm子線の下に観察される際に起こる人工的な産物と

忠われ，現在のm子顕微鋭の分解能Jこ於いては均質に見

えるべきではなかろうか。当教室に於いても内野は，他

の観察に於いて条件の相違によって均賃なものが微細顎

粒状に現わJ.lることを経験しておる。

結語

1. 暁虫体の角皮， 角皮下及び筋屑， 頼粒居， m~線，

子宮壁，卵の；百子顕微鋭的観察を行ったC

2.角皮は，10層よりなることを認めた。

3.角皮下層は，願粒状及び細繊維構造を認、ちた。

4.筋屑は，本層；と構成する基本俸は 9mμ 前後の筋

原繊維であることを確認した。

5. m粒層は光跡、て、は一見無h'1jJ!iに見えるものである

が，denseな願粒群を認め，かく名付けた。

6. fJ!lifJ泉は細繊維出近からなり，体腔とは願粒府細隙

と以って交通し，角皮下層とのJill絡己確認した。

＇（. 子宮は一層のヂンチチウム陥造からなる。

8. 虫卵の，卵殻は三回からなφ。タ卜層；こは中層及こ）~

タ卜界と交通する細管陥辺自：認めた。

稿を終る に臨み， 終始御懇篤なる御指導御校聞を賜っ

た細川修治教授に深甚の謝意を表すると共に，御助言御

甑励を賜った院長池江喜久博士，並びに内野文捕先生他

教室只諸先生に深謝の窓を表します。）

本論文要旨は， 第 13四日本寄生虫学会 西部地方会に

於いて発表した。
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Summary 

1. The cuticula, subcuticular-, muscular-, and 

granular layer, side line, wall of the uterus, and 

eggs etc. were observed with the electron micros-

copy. 

2. The cuticula was formed of 10 layers. 

3. The subcuticular tissue was granular and 

fine fibrous structure. 

4. The muscular layer was formed of the 
myofibrils of about 9 mμ diameter. 

5. The granular layer was observed amorph-

ous structure with the optic microscopy, but was 

observed as dense, granular components with the 

electron microscopy. 

6. The side line was fine fibrous structure, 

and communicated with the slit of granular layer 

between body cavity, and also, the connection 
between subcuticular tissue was confirmed. 

7. The uterus was made up of one layer of 

synci tial structure. 

8. The shell of egg was formed of 3 layers, 

and in external layer, canalicular structure comm-

unicating between the middle layer and the 
outsidewas noticed. 

Explanation of Figures. 

C. ; cuticular layer. Sc. ; subcuticular layer. m.; 

muscular layer. G.; granular layer. db. ; dense 

body. U.; uterus. LL.; lateral line. ee. ; exter-

nal layer of egg-shell. em.; middle layer of egg-
shell. ei. ; internal layer of egg-shell. e. ; egg. 
mv.; microvilli. N.; nucleus. 

Fig. 1 x 3600. Covering tissue of the body and wall 
of the uterus. 

Fig. 2 x 5400. The same as the above. 

Fig. 3 x 17700. Cuticula, subcuticular・andmuscular 

layer. 

Fig. 4 x 10500. Muscular layer. Pro五lsof myofibrils 
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are seen as points. 

Fig. 5 x 7500. Granular layer. The dense, massive 

granular bodies are seen. 

Fig. 6 x 10500. Lateral line. Arrow shows the com・
munication in the body cavity with the slits betw・
een granular layers. 

Fig. 7 x 17700. Wall of the uterus. Nucleus and立li-
crovilli. 

Fig. 8 x 42000. External layer of the egg-shell, sm・

all chinks. 

Fig. 9 x 6600. Structure of egg (Enterobzus Vermi・
cularis). 
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新入金

波多野精美愛媛県御荘保健所

進 貞夫熊本市古京町化学及ひ‘j血清療法研究所

蔵元虎蔵熊本市古京町化学及び血清療法研究所

浅利 譲新潟市旭町1 新潟大学医学部医動物教室

追川実男群馬県前橋市群馬大学医学部街生学教室

北村銅ー横浜市南区浦舟町 横浜市立大学医学部

寄生虫学教室

松尾悦郎横浜市南区浦舟町 横浜市立大学医学部

寄生虫学教室

瓜生 繁横浜市南区浦舟町 横浜市立大学医学部

寄生虫学教室

舟橋良治京都市船井郡和知町字本庄和知診療所

Jll島健治郎福岡市堅粕九州大学医学部寄生虫学教室

鈴木 笠山形市香澄町桜小路山形県衛生研究所

山田源二大阪市大阪市立大学医学部医動物学教室

大村 混東京都新宿区信濃町慶応義塾大学医学部

寄生虫学教室

町 瑞光台湾省国立台湾大学医学院寄生虫学教室

住所変更

杉原弘人大阪府吹田市千里山263

稲垣元博東京都港区芝新橋7の12 芝診療所

五十嵐和子川崎市溝之口高津保健所

近野誠二福井県福井市志比口町福井県立街生研究
所

長井和行千葉県安房郡鴨川町 横渚714 千葉県

鴨川保健所

吉沢利雄東京都渋谷区幡ケ谷本町1の89

三枝重信東京都八王子市八木町59

神津鉄平東京都北区間端町452 B 16 

金子 信東京都台東区菊屋橋2の13

佐藤礼治山形県寒河江市柴橋市営柴橋診療所

松本陽郎東京都杉並区中通り町 52

帖佐 博東京都大田区田園調布1の1279

馬場弘志鹿児島市清水町 166

野村 弘東京都港区芝赤羽町1 済生会中央病院役

宅

鈴木啓之川崎市戸手町2の53 戸手アパート 7号

733室

阿部道夫東京都杉並区高円寺3の340

卜部謹也東京都千代田区神田多町2の6

森口智賀年東京都台東区浅草六区1号の 9

三谷和合大阪府南河内郡登美丘町北野田 163の5

藤井 満京都市左京区下鴨間半木町西部60

渡辺 情京都市巾京区丙ノ京馬代町 12の 17

退会

熊沢俊彦

会記

6巻 1号の99頁に在庫学会雑誌および記事のバックナ

ンパーと代価を御知らせいたせしましたが，在庫を整理

した結果，下記記事パックナンバーが僅少あることが分

〔寄生虫学雑誌・第 7悲 ・ 第 1号

りました．御希望の方は代金を添えて御申山て下さい．

寄生虫学会記事第 1' 5' 9 ' 10, 11, 12, 13, 14年

〈各400円〉． 16, 17, 18年合本は全部先切れまし

た． （安羅岡一男〉

昨年四月六巻附録として吸虫類文献集が発行されまし

たが，調査洩れ叉は誤り等て、御気付の点がありましたら

至急学会編集係に御知らせ頂きたいと存じます．近く文

献集（暁虫，顎口虫，糞線虫等〉が出来ますがその際に

これらの訂正をしたく考えておりますので， 3月初旬ま

でに御願いいたします．

次に最近投稿される方て英文題名及び英文抄録にかな

り不備なものがあります．編集の方て出来る丈，日を通

しておりますが， 1t'.l：し切れないものについてはその都

度，著者に御返送して書き直しを願っておりますが，今

後御投稿される方は特に御留意願います．叉， ζの欄で

たびたび申し上げていますが文献の引用形式は文中ては

氏名〈年号〉，或はく氏名，年号〉となっており，文末

では一番号〉氏名（年号〉 ：論文名，雑誌字l，巻（号〉，

頁（頁．という形式てとれをABCJI店に配列することに

なっています．

雑誌は 2，し 6' 8' 10, 12の各月に発行されます

が，印刷に約 8カ月を要しますので 4月号（ 4月1n発

行〉なら 12月末， 8月号なら 4月末て一応編集をいた

します．従って特別掲載を申し込まれる方は上記の期間

を御注意の上投稿されると一層早い掲載が可能となりま

すくつまり偶数月の末日迄に申し込まれると良い〉．原

稿は 5印刷頁迄は掲載料のみ（原稿用紙20枚に表図がれ

8枚程度〉でそれ以上は 1印刷頁あたり約 1,000円の実

費を頂くことになっています．特別掲載は全額著者負担

（同 じく 1印刷頁 1,000円ですから，普通掲載より約

5,000円余計にか〉るととになります〉てすべ鈴木了司〉
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